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日

二
三
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第
第
月

（
（
8

税
料

　
　
険

　
　
保
期

民
康

　
　
健

　
　
民

市
国
紬

1“川llII川川mlIII川III川lil“IllllIr目1”“1

夏
を
た
の
し
く
健
康
に

防
犯
や
交
通
事
故
に
も
渥
意

盛
夏
も
い
よ
い
よ
半
ば
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
こ
の
月
は
お

盆
や
お
祭
り
な
ど
が
つ
父
き
又
こ
ど
も
の
夏
休
み
も
真
最
中
で
、
戸

外
で
の
た
の
し
み
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
反
面
私
た
ち
の
く
ら
し

の
う
え
で
、
高
温
多
湿
に
加
え
て
行
楽
に
よ
る
過
労
や
気
の
ゆ
る
み

な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
病
気
や
事
故
の
心
配
も
あ
り
ま
す
．
夏
の
伝
染

病
や
交
通
事
故
等
に
気
を
つ
け
て
、
た
の
し
く
健
康
な
夏
を
過
せ
る

よ
う
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

　
夏
は
伝
染
病
の
多
い
月
で
す
。
一

番
多
い
セ
キ
リ
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
警
戒
が
必
要
で
す
．
食
前
、
洗
た

く
、
雑
き
ん
が
け
、
用
便
の
あ
と
に

は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
つ
ぎ

“ll川川“川lll“lllll川II”“ll川Ill川II川1”

に
蚊
や
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ズ
ミ

等
を
退
治
し
小
児
マ
ヒ
や
そ
の
他
の

伝
染
病
の
予
防
に
つ
ね
に
台
所
を
清

潔
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
秋
口

に
か
け
て
食
中
毒
も
お
そ
ろ
し
い
も

の
で
す
。
食
物
は
な
る
べ
く
煮
て
食

べ
、
保
存
す
る
と
き
は
風
通
し
の
よ

い
場
所
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
、
少

雛

盛
し
で
も
変
だ
と
思
っ
た
ら
惜
し
み
な

く
捨
て
る
こ
と
で
す
。

　
こ
と
し
は
水
に
よ
る
こ
ど
も
の
事

故
が
非
常
に
多
く
目
立
っ
て
い
ま

す
．
こ
ど
も
を
水
か
ら
守
る
運
動
は

七
月
の
市
報
に
も
お
知
ら
せ
し
て
あ

り
ま
す
が
、
お
盆
を
中
心
に
こ
れ
か

ら
ど
っ
と
海
や
川
へ
お
し
か
け
る
と

思
い
ま
す
が
、
八
月
に
入
る
と
海
水

浴
場
で
は
土
用
波
が
心
配
で
す
．
こ

の
大
波
に
さ
ら
わ
れ
て
毎
年
何
人
か

の
尊
い
命
が
う
ば
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
か
け
る
と
き
は
天
気
予
報
に
充
分

注
意
し
て
か
ら
出
か
け
る
こ
と
で

す
。
特
に
幼
い
こ
ど
も
さ
ん
を
連
れ

て
ゆ
か
れ
る
父
兄
の
方
は
絶
対
に
こ

ど
も
に
目
を
放
さ
な
い
こ
と
で
す
．

　
又
川
で
は
急
流
や
藻
の
あ
る
川
、

沼
、
池
は
危
険
で
す
。

文
教
厚
生
委
員
長

に
山
田
（
正
）
氏

　
第
七
回
臨
時
会

　
七
月
十
九
日
開
会
、
同

　
日
閉
会
　
議
案
処
理
結

　
県

◎
農
業
委
員
会
委
員
推
せ

　
ん

　
竹
内
真
、
久
保
田
鶴
一

　
山
田
桂
、
柳
宗
平
、
村

　
る

◎
収
入
役
の
退
職
手
当
支
給
額
を
定

　
め
る

0
昭
和
四
十
一
年
度
十
H
町
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

◎
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補

　
正
予
算
（
第
二
号
）

◎
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
直
営
診
療
施

　
設
勘
定
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
以
上
原
案
可
決

0
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例

　
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

0
職
員
団
体
の
行
な
う
交
渉
に
関
す

　
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◎
十
日
町
市
公
平
委
員
会
の
委
員
の

　
服
務
宣
誓
に
関
す
る
条
例

◎
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
名
称
変

　
更

　
　
　
　
　
　
以
上
総
財
付
託

　
警
察
庁
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
去

月
三
十
一
日
の
日
曜
日
だ
け
で
全
国

で
六
十
三
人
が
交
通
事
故
で
な
く
な

る
と
い
う
あ
り
が
た
く
な
い
新
記
録

が
で
た
そ
う
で
す
。
最
近
バ
イ
ク
に

よ
る
事
故
が
多
く
市
内
で
も
相
当
の

件
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
夏

は
涼
味
を
求
め
て
市
街
地
な
ど
で
一

ば
い
や
っ
て
調
子
に
の
っ
て
ス
ビ
ー

ド
を
出
し
過
ぎ
つ
い
ふ
だ
ん
の
慎
重

な
態
度
を
失
っ
て
交
通
事
故
を
起
す

場
合
が
あ
り
ま
す
．
夏
の
夜
の
解
放

感
か
ら
く
る
こ
う
い
う
気
の
ゆ
る
み

が
一
番
お
そ
ろ
し
い
の
で
す
。
酒
を

の
ん
だ
ら
車
の
運
転
は
絶
対
や
め
ス

ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
す
る
よ
う
心
が

け
て
下
さ
い
。

　
諏
訪
神
社
大
祭
は
恒
例
に
よ
り
八

月
二
十
五
日
の
宵
ま
つ
り
か
ら
、
二

十
六
、
二
十
七
日
の
二
日
間
行
わ
れ

ま
す
が
、
明
る
く
楽
し
い
お
祭
り
が

で
き
る
よ
う
十
日
町
警
察
署
は
つ
ぎ

の
こ
と
に
注
意
す
る
よ
う
望
ん
で
い

ま
す
。

L
人
出
が
多
い
の
で
ス
リ
に
気
を
っ

　
け
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
火
の

　
用
心
と
戸
締
り
を
よ
く
し
ま
し
ょ

　
う
o

乞
い
ろ
い
ろ
の
店
が
出
ま
す
が
、
イ

　
ソ
チ
キ
商
品
や
不
衛
生
と
思
わ
れ

　
る
飲
食
物
に
は
特
に
注
意
し
て
下

　
さ
い
．

3
夜
は
女
性
の
一
人
歩
き
は
危
険
で

　
す
．
な
る
べ
く
二
、
三
人
連
れ
だ

　
っ
て
明
る
い
道
を
通
り
ま
し
ょ
う

4。

事
故
や
被
害
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
届

　
出
ま
し
ょ
う
。

火
事
は
一
一
九
番
へ

警
察
は
閣
一
〇
番
へ

会
長
に
柳
宗
平
氏

　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
農
業
委
員
決
ま
る

山
正
明
。

0
文
教
厚
生
委
員
長
、
副
委
員
長
選

　
任

　
　
委
員
長
　
　
山
田
　
正
邦

　
　
副
委
員
長
　
井
口
　
吉
清

〇
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

〇
十
日
町
市
と
畜
場
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
制
定

O
助
役
の
退
職
手
当
支
給
額
を
定
め

　
去
る
七
月
改
選
の
市
農
業
委
員
選

挙
は
各
地
区
と
も
定
数
で
無
競
争
と

な
り
市
議
会
、
農
協
、
共
済
か
ら
の

選
出
と
合
わ
せ
て
計
三
十
四
名
が
決

ま
り
ま
し
た
。
な
お
役
員
も
会
長
に

柳
宗
平
氏
な
ど
各
部
会
長
が
そ
れ
ぞ

れ
決
ま
り
ま
し
た
。

会
長
柳
宗
平
（
山
谷
）

会
長
代
理
　
　
田
村
平
八
郎
（
旭
町
）

農
地
部
会
長
　
村
山
　
正
明
（
伊
達
）

　
〃
　
代
理
　
樋
熊
　
秀
一
（
中
町
）

農
地
部
会
委
員

　
遠
田
金
市
（
川
治
下
町
）
山
田
正

　
吉
（
四
日
町
二
）
根
津
茂
（
西
浦

　
東
）
霜
垣
国
平
（
麻
畑
）
水
落
慶

　
二
（
宇
田
ケ
沢
）
佐
野
博
一
（
高
島
）

　
児
玉
伝
吉
（
稲
葉
）
近
藤
宗
二
（
上

　
新
田
）
山
田
桂
（
水
口
）
富
芥
愛

　
吉
（
水
沢
二
）
保
坂
新
（
姿
）

農
業
振
興
部
会
長

　
　
　
竹
内
　
　
真
（
川
治
下
町
三
）

　
〃
　
代
理
　
福
崎
姜
衛
門
（
田
麦
）

　
　
　
節
水
の
お
願
い

暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
．

　
七
月
下
旬
か
ら
暑
さ
の
た
め
水
道
使
用
量
が
増
加
し
一
部
と
こ
ろ

に
よ
っ
て
は
水
圧
の
低
下
、
断
水
等
の
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
飲
料
水
だ
け
な
ら
充
分
使
え
る
量
は
あ
り
ま
す
の
で
八
月
末
頃

ま
で
道
路
撒
水
、
洗
車
、
ク
ー
ラ
ー
、
噴
水
等
節
水
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
極
力
御
遠
慮
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
こ
の
打
開
策
と
し
て
本
年
度
よ
り
四
ケ
年
計
画
で
第
二
期
拡
張

事
業
を
計
画
し
、
来
春
ま
で
に
新
し
く
井
戸
を
堀
り
将
来
こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
の
間
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

農
業
振
興
部
会
委
員

　
高
橋
佐
太
郎
（
高
山
二
）
田
村
平

　
八
郎
（
旭
町
）
大
熊
徳
太
郎
（
尾

　
崎
）
尾
身
正
徳
（
中
平
）
米
山
豊

　
平
（
新
保
）
金
沢
建
一
（
新
宮
）

　
古
沢
文
吉
（
安
養
寺
）

農
政
部
会
長
　
竹
内
　
　
茂
（
内
後
）

　
〃
　
代
理
　
久
保
田
鶴
一
（
新
水
）

農
政
部
会
委
員

　
池
田
与
三
次
（
猿
倉
）
湯
川
正
夫

　
（
関
根
）
藤
木
元
一
（
轟
木
）
太

　
田
幸
雄
（
北
鐙
坂
）
柳
宗
平
（
山

　
谷
）
池
田
利
一
（
桑
原
）
水
落
快

　
存
（
願
入
）
高
野
信
輝
（
太
田
島
）

山
崎
芳
一

（
小
黒
沢
）

（
池
之
尻
）
宮
沢
宗
丸

パ
ン
7
レ
ッ
ト

「
市
民
と
市
政
」
を

全
世
帯
に
配
布

　
市
政
に
つ
き
ま
し
て
は
毎
月
の
市

報
や
回
覧
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
あ

り
ま
す
が
、
市
役
所
の
窓
口
や
施
設

あ
る
い
は
市
勢
の
現
況
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
市
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
日
常
生
活

の
う
え
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
こ
剛

の
た
び
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
市
民
と
市
…

政
」
を
刊
行
、
近
く
全
世
帯
に
一
冊
…

ず
つ
差
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
”

た
．
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
B
五
版
・

十
六
ベ
ー
ジ
の
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
”

①
市
役
所
の
し
ご
と
②
こ
と
し
の
予

算
③
こ
と
し
の
新
し
い
し
ご
と
④
こ
・

と
し
の
公
共
事
業
⑤
伸
び
ゆ
く
十
日
、

町
市
（
市
の
す
が
た
）
が
主
な
内
容

で
市
役
所
の
し
ご
と
の
中
で
は
直
接

市
民
の
皆
さ
ん
と
深
い
つ
な
が
り
を

持
つ
窓
口
を
紹
介
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
に
お
役

に
た
て
ば
幸
い
で
す
。

万
円
を
寄
附

　
こ
の
た
び
市
内
小
泉
の
松
村
孝
一

さ
ん
は
父
弥
五
郎
、
母
カ
ズ
さ
ん
の
、

死
亡
に
よ
る
香
典
返
し
と
し
て
一
万
㎜

円
を
社
会
福
祉
事
業
に
と
寄
附
し
て
㎜

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

外
線
は
二
十
日
前
に

電
気
工
事
の
申
込
み

　
最
近
の
建
築
ブ
ー
ム
で
市
内
の
各

所
で
住
宅
や
工
場
が
新
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
東
北
電
力
で
は
こ
う
い
う
新

家
庭
の
電
気
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

需
要
家
が
希
望
さ
れ
る
日
に
送
電
す

る
よ
う
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
停
止
作
業
日
、
用
地
交
渉
等
の

た
め
工
事
が
お
く
れ
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
る
の
が
現
状
で
．
こ

の
た
め
種
々
検
討
の
結
果
需
要
家
の

希
望
す
る
日
に
送
電
可
能
な
日
程
を

定
め
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
つ

ぎ
の
日
数
以
上
の
よ
ゆ
う
を
も
っ
て

申
し
込
み
下
さ
る
よ
う
ご
協
力
下
さ

い
。

L
外
線
を
伴
う
電
気
工
事
に
つ
い
て

　
は
最
低
二
十
日
（
特
別
の
事
情
あ

　
る
場
合
は
除
く
）

λ
引
込
線
を
伴
う
電
気
工
事
に
つ
い

　
て
は
最
低
五
日

ふ
そ
の
他
相
当
大
き
い
電
気
設
備
の

　
増
設
、
変
更
等
の
場
合
は
配
電
線

　
の
張
替
、
変
圧
器
揚
替
0
場
合
が

　
多
く
あ
り
ま
す
の
で
工
事
着
手
前

　
（
機
械
設
備
設
置
前
）

細
部
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
営
業
所

出
張
所
又
は
電
気
工
事
店
に
．
こ
相
談

下
さ
い
。

な
お
九
月
十
四
日
（
水
曜
日
）
は
十
日

町
変
電
所
作
業
の
た
め
八
時
よ
り
全

停
い
た
し
ま
す
の
で
承
知
下
さ
い
。

　
　
（
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
．
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗

川
皿

淵
毒
、
穣
餐
畷

㎜
㎜
　
新
潟
県
警
犠
官
募
集

ユ
臨
◇
採
用
人
員
　
百
二
十
名

裂
◇
受
付
期
間
　
六
月
二
十
日
～
九
月

さ

瓢
　
三
日
ま
で

淵
◇
学
力
　
学
歴
は
間
わ
な
い
が
高
校

謬
　
卒
以
上
の
学
力

－
馴　

◇
年
令
　
昭
和
十
六
年
四
月
二
日
1

隅
．
　
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

お

裂
　
生
ま
れ
た
も
の
。
た
だ
し
昭
和
四

㎜
㎜
　
十
二
年
三
月
高
校
卒
業
見
込
み
の

引
　
者
は
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
ー

ホ

翫
　
ま
で
に
生
れ
た
も
の

鄙
◇
第
一
次
試
験
　
九
月
十
一
日
（
日
）

　

・
◇
待
遇
　
警
察
学
校
へ
入
校
中
か
ら

”
㎝
月
給
の
全
額
が
支
給
さ
れ
、
警
察
署

職
蹴
　
に
新
任
さ
れ
た
と
き
は
一
万
八
千

ロ

．
　
九
菅
円
の
月
給
の
ほ
か
、
月
約
五

引
　
千
円
位
の
諸
手
当
な
ら
び
に
年
に

ロ

協
　
約
五
．
五
ヶ
月
の
ボ
ー
ナ
ス
が
あ

引
　
る
。

　

謝
◇
申
込
　
十
日
町
署
ま
た
は
、
近
く

　
　
の
派
出
所
、
駐
在
所
へ
。

さ

罫
　
お
　
盆

蹴
　
お
祭
り
市
役
所
業
務

ボ

引
　
八
月
中
の
お
盆
、
お
祭
り
に
よ
り

…
㎜
市
役
所
業
務
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

雛
八
月
十
五
日
（
月
）
午
後
か
ら
休
み

　
ゆ

誤
八
月
十
六
日
（
火
）
休
み

躍
八
月
二
十
七
日
（
土
）
休
み

さ

，
剛
　
　
　
　
八
月
卿
日
か
ら

引
　
　
　
　
八
月
三
十
一
日
ま
で

㎜
㎜
個
人
事
業
税
（
笙

㎜
期
分
）
の
納
期
は

あ
皿
㎜
0
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
一
括
納
税

㎜
㎜
　
で
納
期
完
納
を
。

裂
◎
銀
行
、
郵
便
局
叉
は
則
務
事
務
所

ぬ藩
　
窓
口
で
早
目
に
納
税
し
ま
し
ょ
う

拙
早
く
な
っ
た
郵
便
物

掲
　
従
来
、
十
日
町
郵
便
局
で
午
後
四

剛
剛
時
す
ぎ
に
ひ
き
受
け
た
郵
便
物
は
長

㎜
㎜
岡
市
方
面
あ
て
の
速
達
以
外
の
も
の

翫”
鮒
は
翌
日
配
達
が
困
難
で
し
た
が
、
今

薔
川
〒
古
町
間
裂
便
の
増

摺
便
に
よ
り
十
日
町
郵
便
局
へ
午
後
七

ユ

器
時
頃
ま
で
に
差
し
出
し
て
い
た
だ

融・
㎜
け
ば
、
長
岡
市
内
、
新
潟
市
内
あ
て

だ
㎜
脚
の
も
の
は
翌
日
に
配
達
を
い
た
し
ま

㎜
㎜
す
。

隅

8月15日

全
国
戦
没
者
追
悼
式

正
午
に
は
黙
と
う
を

262一
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垂
T
l
番

　　　　　　　　∈）夢土1）5

巴11里i
1世帯当り市税負担額一1人当リ市税負拠額

一般会計款別表
　　（．i紅位r・円1

虹1県芝ll1、争

96，816（Z2ウo

の
り

『
σOF

∂

地ノ∫父付税等

191，136（22％

溢ト畏灘6）

孝ぺ予算
876，572F円
　　　100％

メ轍
そ．う他印，131
　　　　　　（7％）

教育費
157，648（18％

　　　　　　　　そプノ他26，18帆3〆7、1

　　　　　　公で責費36，203q〆つ）

　　　　i肖β方費　42，】12（506）

葛」1費51，395（69・）

算
ト
6

　
　
　
　
　
　
　
林
費
9
、

f
7
2
㏄

　
　
　
　
　
　
　
農
窯
凱
健

姓
．
ρ
－
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ワ
ら
ラ

ポ
鰯
　
　
　
　
　
　
　
卸
費
4
4
％

　
　
　
　
　
　
　
ア
ィ
　
　
　
　
リ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
6
ー

　
　
　
　
　
　
費
5
）

　
　
　
　
　
　
木
97
％

　
）
　
　
費
　
　
　
　
　
，
駈

　
％
　
　
　
　
　
土
2
1

　
17
　
傍
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5
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珍
ー

費
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総
部
彫

髭
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騨
般
会
計
言
！

ll
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6　月　末

2収入済額

芝出済額　160．1朔

腱
f『卜．費

　1．10，768

　　（13％）

人f牛　費
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ま窒資的・事』業費
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一
た1まこ消費手見
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翻
賛町村民税

122，439

　　（40％）
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支
給
範
囲
を
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当

㎜　
　
昭
和
三
十
九
年
施
行
の
「
重
度
精

　
神
薄
弱
児
扶
養
手
当
法
」
が
こ
と
し

㎜
八
月
一
日
よ
り
「
特
別
児
童
扶
養
手

ロ
鱒
当
法
」
と
改
称
さ
れ
内
容
も
支
給
対

㎜
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
の
で
皆

㎜
様
に
お
知
ら
せ
し
該
当
す
る
と
思
わ

㎜
れ
る
方
は
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所

コ
旧
叉
は
地
区
民
生
委
員
に
御
相
談
下
さ

ハ
　
　
ヤ
　
ロ

㎝
㌧

鵬
対
象
児
童

…
　
年
令
　
二
十
才
未
満
で
あ
っ
て

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

湘
一
、
精
神
の
発
達
が
遅
滞
し
て
い
る

酬
　
た
め
日
常
生
活
に
於
て
常
時
の
介

㎞
　
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
状
態
に

馴
　
あ
る
も
の
。

旧
㎜
二
、
つ
ぎ
に
定
め
る
程
度
の
療
疾
の

陥
　
状
態
に
あ
る
も
の
。

㎜
　
1
両
眼
の
視
力
の
和
が
○
：
Q
四

囎
　
　
以
下
の
も
の
。

㎜
　
乞
両
耳
の
聴
力
損
失
が
九
〇
デ
シ

剛
旧
　
　
ベ
ル
以
上
の
も
の
。

㎜
　
ふ
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害

ロ
旧
　
　
を
有
す
る
も
の
。

㎜
　
4
両
ヒ
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く

ロ
湘
　
　
も
の
。

酬
　
ε
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
の
機
能

㎜
　
　
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も

酬
　
　
の
．

ロ

㎜
　
猷
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害

薗
　
　
を
有
す
る
も
の
。

コ

㎜
　
λ
両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で
欠
く

■
　
　
も
の
。

旧
㎜
　
翫
体
幹
の
機
能
に
す
わ
っ
て
い
る

醐
　
　
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
叉
は
立
』

…
　
　
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
．

㎝
　
　
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の
。

…
　
兜
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か

　

唱
　
　
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
と
認
め

馴
　
　
ら
れ
る
身
体
の
障
害
（
内
科
的

㎜
　
　
疾
患
に
基
づ
く
身
体
の
障
害
を

酬
　
　
除
く
）
で
あ
っ
て
日
常
生
活
に

ロ

…
　
　
お
い
て
常
時
0
介
護
を
必
要
と

酬
　
　
す
．
ξ
程
度
の
も
の
。

ロ

㎜
支
給
制
限
の
緩
和

脳
　
受
給
権
者
本
入
の
所
得
制
限
額
は

㎜
　
二
十
二
万
円
か
ら
二
十
四
芳
円
に

”
　
引
き
上
げ
る
。

㎜
※
注
意

副
旧
　
こ
こ
で
御
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

㎜
し
て
頂
き
度
い
の
は
「
児
童
扶
養
手

幽㎜
当
法
」
は
従
来
通
り
存
続
す
る
の
で

旧
今
回
改
正
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
と

混
同
し
な
い
よ
う
に
御
注
意
、
卜
．
、
ド
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
公
民
舘
か
ら

◎
毎
月
掲
載
の
地
区
舘
あ
・
∵
り
ぱ
都

　
合
に
よ
り
今
月
お
休
み
さ
“
て
い

　
た
だ
き
九
且
号
か
◎
再
び
続
け
ま

　
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。
な
拘
衆

　
月
は
吉
田
地
区
舘
．
で
す
。

痢鷹邑
と
き
八
月
十
二
日

　
　
　
　
～
四
時

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
舘

午
後
．
時

　
　
　
　
「
夏
の
た
べ
も
の
　
へ
め

　
　
　
　
ん
類
そ
の
他
）

講
　
師
　
芽
生
会
、
会
費
一
血
C
円

「
劉
劃
」

◎
美
佐
島
地
区

と
　
き
　
十
七
日
　
午
前
十
騎
⊇
午

　
　
　
　
後
一
時

と
こ
・
り
赤
倉
分
校

　
　
　
　
く
ら
し
の
研
究
と
ー
ノ
リ

　
　
　
　
エ
ー
シ
ョ
ン

講
　
部
　
県
教
会
教
育
主
事

◎
軽
沢
地
区

と
き
二
十
日
F
後
一
時
乏
午
後

　
　
　
　
五
時

と
こ
ろ
　
軽
沢
分
校

　
　
　
　
「
ふ
と
ん
つ
く
り

〇
十
日
町
家
庭
教
育
学
級
（
幼
児
、

　
　
　
　
小
、
中
学
生
部
合
同
）

とと
こ

ろき

講’

師

八
月
二
十
二
日

中
央
公
民
舘

「
家
庭
で
の
問
題
の
見
つ

け
方
と
処
理
方
法
し

東
京
都
立
大
学
教
授

　
　
　
　
一
、
一
井
　
鳥
朝
氏

　
　
　
　
　
　
、

癒
憲

＼
饗
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